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は
じ
め
に
　
イ
ン
ド
は
、
広
大
な
国
土
と
膨
大
な
人
口
、
そ
し
て
類
ま
れ
な
多
様
性
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
国
家
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
国
家
に
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
農
村
部
は
、
連
邦
政
府
お
よ
び
州
政
府
さ
え
か
ら
も
、
物
理
的
も
心
理
的
に
も
遠
い
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
人
口
の
約
七
十
二
パ
ー
セ
ン 
が
居
住
す
る
農
村
部
が
、
イ
ン
ド
政
治
に
お
い
て
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
も
つ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
近
年
、「
第
二
の
民
主
的
高
揚
」
と
呼
ば
れ
る
、
政
治
参
加
に
お
け
る
社
会
的
弱
者
層
の
裾
野
の
拡
大
が
観
察
さ
れ
て
い 
。
そ
れ
ま
で
票
田
と
し
て
、
い
わ
ば
政
治
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
農
村
部
の
有
権
者
は
、
政
治
に
能
動
的
に
参
加
す
る
ア
ク
タ
ー
へ
と
性
質
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
感
を
さ
ら
に
増
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
イ
ン
ド
は
「
世
界
最
大
の
民
主
主
義
国
家
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
農
村
部
に
お
い
て
、
特
に
、
人
々
に
最
も
近
い
地
方
レ
ベ
ル
（
１
）ト
（
２
）る
で
民
主
主
義
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
民
主
主
義
の
基
礎
条
件
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
々
の
政
治
参
加
を
促
進
し
、
農
村
と
国
家
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
ド
農
村
部
の
地
方
レ
ベ
ル
に
お
け
る
民
主
主
義
の
実
現
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
イ
ン
ド
農
村
部
の
地
方
自
治
制
度
で
あ
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
で
あ
る
。
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
は
、
そ
の
大
枠
に
関
す
る
規
定
が
憲
法
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
細
部
規
定
は
各
州
政
府
が
制
定
す
る
州
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
連
邦
国
家
で
あ
る
イ
ン
ド
の
憲
法
に
お
い
て
地
方
制
度
は
州
政
府
の
管
轄
権
限
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
よ
っ
て
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
は
国
家
制
度
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
あ
り
方
に
は
、
各
州
に
よ
っ
て
多
様
性
が
見
ら
れ
る
。
　
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
が
州
ご
と
に
多
様
性
を
持
つ
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
実
態
に
迫
る
際
に
は
、
州
を
単
位
と
す
る
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
パ
ン
六
七
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
（
今
藤
）
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
今
　
藤
　
綾
　
子
研
究
ノ
ー
ト
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
対
象
と
し
た
研
究
に
は
、
制
度
全
体
に
関
し
て
そ
の
理
念
や
制
度
の
変
遷
や
展
開
を
ま
と
め
た
も
の
、
あ
る
ひ
と
つ
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
を
取
り
上
げ
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
実
態
に
迫
っ
た
も
の
、
そ
し
て
そ
の
中
間
と
し
て
州
を
分
析
単
位
と
す
る
研
究
、
と
い
う
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
州
を
単
位
と
し
た
研
究
に
お
い
て
は
共
通
の
軸
を
設
定
し
た
比
較
研
究
が
相
対
的
に
少
な
い
。
本
研
究
は
、
イ
ン
ド
農
村
部
に
お
け
る
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
民
主
主
義
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
ま
ず
州
を
単
位
と
し
て
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
関
す
る
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
そ
れ
を
改
め
て
国
家
制
度
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
な
お
し
、
連
邦
国
家
で
あ
る
イ
ン
ド
に
お
け
る
連
邦
―
州
政
府
間
関
係
の
考
察
と
と
も
に
比
較
分
析
す
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
上
述
し
た
方
法
論
に
関
す
る
考
察
を
背
景
と
し
た
う
え
で
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
を
取
り
上
げ
、
同
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
ま
ず
第
一
節
で
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
が
国
家
制
度
で
あ
り
な
が
ら
州
に
よ
っ
て
多
様
性
を
持
つ
制
度
と
し
て
展
開
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
、
現
在
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
内
容
を
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
関
す
る
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
動
き
と
、
憲
法
規
定
の
内
容
を
中
心
に
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
節
に
お
い
て
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
歴
史
的
展
開
を
述
べ
、
第
三
節
で
は
現
在
の
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
あ
り
よ
う
を
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
一
九
九
四
年
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
第
四
節
で
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
と
、
連
邦
－
州
政
府
間
関
係
と
の
連
関
を
み
て
い
く
。
そ
の
際
、
連
邦
―
州
政
府
間
関
係
を
は
か
る
指
標
と
し
て
本
論
で
は
、
各
々
の
政
府
レ
ベ
ル
に
お
け
る
与
党
政
党
の
同
異
を
と
り
あ
げ
る
。
一
．
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
概
要
　
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ 
は
そ
も
そ
も
、
語
源
と
し
て
「
五
人
の
長
老
」
の
意
味
を
持
ち
、
紀
元
前
か
ら
古
代
イ
ン
ド
の
村
落
に
存
在
し
た
、
複
数
の
長
老
に
よ
る
合
議
的
意
思
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
は
、
イ
ス
ラ
ム
王
朝
時
代
か
ら
英
国
植
民
地
期
を
通
じ
、
時
々
の
統
治
者
に
よ
っ
て
制
度
整
備
や
近
代
化
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る 
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
全
体
を
網
羅
す
る
よ
う
な
統
一
し
た
制
度
と
し
て
は
確
立
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
　
一
九
四
七
年
の
イ
ン
ド
独
立
に
伴
い
、
憲
法
に
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
規
定
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
国
家
制
度
の
一
部
と
位
置
づ
け
、
農
村
に
お
け
る
「
自
治
政
府
」
と
し
て
整
備
し
て
い
く
方
向
性
が
明
記
さ
れ 
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
規
定
が
憲
法
上
、
法
的
拘
束
力
を
伴
わ
な
い
「
国
家
指
導
原
則
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
連
邦
政
府
と
州
政
府
と
の
権
限
分
割
に
お
い
て
、
地
方
制
度
が
州
政
府
の
管
轄
権
限
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
パ
ン
チ
ャ
ー
（
３
）ト
（
４
）が（
５
）た
六
八
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
ヤ
ッ
ト
制
度
の
整
備
は
実
質
的
に
、
各
州
政
府
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
一
方
で
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
全
国
的
な
一
定
の
法
的
枠
組
み
を
設
け
る
べ
き
と
の
議
論
は
独
立
以
降
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
諸
委
員
会
の
報
告
書
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
試
み
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
一
九
五
七
年
に
任
命
さ
れ
た
バ
ル
ワ
ン
ト
ラ
イ
・
メ
ー
タ
（B
alw
antrai
M
ehta
 
  
     
 
   
）
委
員
会
は
、
一
九
五
一
年
か
ら
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
一
環
と
し
て
開
始
さ
れ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
事
業
（C
om
m
unity
D
evelopm
ent
Projects
 
  
 
      
    
  
   
  
 
  
）
の
停
滞
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
委
員
会
で
あ
る
。
一
九
五
九
年
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
で
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
村
落
レ
ベ
ル
と
県
（D
istrict
 
 
  
 
）
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
両
者
の
中
間
の
レ
ベ
ル
か
ら
な
る
三
層
構
造
と
す
る
こ
と
、
そ
の
中
の
中
間
レ
ベ
ル
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
事
業
の
単
位
で
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
込
み
、
そ
れ
を
農
村
開
発
事
業
の
要
と
な
る
層
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
た
。
連
邦
政
府
は
こ
の
提
言
を
受
け
、
当
時
の
首
相
ネ
ル
ー
に
よ
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
開
始
宣
言
が
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
、
バ
ル
ワ
ン
ト
ラ
イ
・
メ
ー
タ
委
員
会
に
よ
っ
て
提
言
さ
れ
た
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
は
、
憲
法
に
そ
の
規
定
を
明
記
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
こ
の
モ
デ
ル
が
全
国
的
に
普
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
二
十
年
後
の
一
九
七
七
年
に
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
改
革
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
ア
ソ
ク
・
メ
ー
タ
（A
shok
M
ehta
 
      
   
）
委
員
会
が
任
命
さ
れ
る
。
ア
ソ
ク
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
主
な
提
言
内
容
と
し
て
は
ま
ず
、
県
レ
ベ
ル
と
村
落
レ
ベ
ル
の
二
層
か
ら
な
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
構
造
で
あ
る
。
バ
ル
ワ
ン
ト
ラ
イ
・
メ
ー
タ
委
員
会
が
、
村
落
レ
ベ
ル
、
県
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
両
者
の
中
間
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
三
層
構
造
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
、
中
で
も
中
間
レ
ベ
ル
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
た
提
言
内
容
と
は
、
対
照
的
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
そ
の
ほ
か
の
ア
ソ
ク
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
提
言
内
容
と
し
て
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
へ
の
政
党
関
与
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
開
発
事
業
に
お
け
る
国
家
お
よ
び
州
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら
政
治
制
度
へ
と
い
う
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
認
識
レ
ベ
ル
に
お
け
る
変
化
の
兆
し
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ア
ソ
ク
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
提
言
は
、
連
邦
政
府
、
お
よ
び
伝
統
的
に
会
議
派
が
政
権
に
つ
い
て
い
る
州
政
府
に
お
い
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
伝
統
的
に
非
会
議
派
政
党
が
政
権
に
つ
い
て
い
る
州
に
お
い
て
の
み
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
こ
の
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
へ
の
政
党
関
与
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
　
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
、
報
告
書
の
提
出
、
そ
れ
に
基
づ
く
連
邦
議
会
で
の
法
案
提
出
な
ど
が
幾
度
と
な
く
試
み
ら
れ
て
き
た
。
六
九
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
（
今
藤
）
こ
れ
ら
の
動
き
が
憲
法
改
正
と
い
う
形
で
現
実
化
し
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
関
す
る
全
国
統
一
的
な
規
定
が
憲
法
に
明
記
さ
れ
た
の
が
一
九
九
二
年 
に
行
わ
れ
た
第
七
三
次
憲
法
改
正
で
あ
る
。
　
第
七
三
次
憲
法
改
正
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
関
す
る
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
規
定
を
、
改
め
て
憲
法
第
九
編
と
し
て
憲
法
に
挿
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
特
に
重
要
で
あ
る
の
は
、・
村
落
に
お
け
る
有
権
者
全
員
か
ら
な
る
村
会
を
設
立
し
、
農
村
開
発
事
業
に
お
い
て
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
と
連
携
す
る
こ
と
（
第
２
４
３
Ａ
条
）
・
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
原
則
と
し 
村
落
レ
ベ
ル
、
中
間
レ
ベ
ル
、
県
レ
ベ
ル
か
ら
成
る
三
層
構
造
と
す
る
こ
と
（
第
２
４
３
Ｂ
条
）
・
州
議
会
の
規
定
に
よ
り
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
議
長
の
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
お
け
る
、
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
県
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
お
け
る
代
表
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
（
第
２
４
３
Ｃ
条
鰯
）
・
指
定
カ
ー
ス
ト
・
指
定
部
族
や
女
性
な
ど
の
社
会
的
弱
者
層
に
留
保
議
席
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
（
第
２
４
３
Ｄ
条
）
・
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
財
政
管
理
組
織
と
し
て
州
財
政
委
員
会
を
設
置
し
、
州
選
挙
管
理
委
員
会
が
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
を
管
（
６
）末
（
７
）て
理
す
る
こ
と
（
第
２
４
３
Ｉ
条
、
第
２
４
３
Ｋ
条
）
・
県
レ
ベ
ル
で
計
画
を
統
合
す
る
機
関
と
し
て
県
計
画
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
（
第
２
４
３
Ｚ
Ｄ
条
）
　
な
ど
で
あ 
。
そ
し
て
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
管
轄
権
限
と
し
て
、
農
業
、
漁
業
、
森
林
業
、
小
規
模
工
業
、
飲
料
水
、
道
路
整
備
、
農
村
電
化
、
貧
困
対
策
、
教
育
、
職
業
訓
練
、
保
健
衛
生
、
女
性
と
子
供
の
た
め
の
開
発
、
福
祉
な
ど
二
九
項
目
が
、
憲
法
第
十
一
附
則
に
お
い
て
列
挙
さ
れ
た
。
　
こ
れ
ら
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
関
す
る
全
国
一
律
の
法
的
枠
組
み
が
憲
法
に
明
記
さ
れ
た
と
い
う
点
で
大
き
な
変
化
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
一
方
で
憲
法
改
正
後
も
、
各
州
政
府
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
へ
の
影
響
力
が
依
然
と
し
て
大
き
い
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
イ
ン
ド
憲
法
に
お
い
て
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
は
州
政
府
の
管
轄
権
限
下
に
あ
る
。
加
え
て
、
第
七
三
次
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
改
め
て
州
の
管
轄
権
限
と
し
て
明
示
さ
れ
た
事
項
が
い
く
つ
か
あ
る
。
各
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
層
の
名
称
、
村
会
の
権
限
と
機
能
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
議
長
の
選
出
方
法
、
各
指
定
カ
ー
ス
ト
・
指
定
部
族
へ
の
留
保
議
席
の
配
分
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
・
メ
ン
バ
ー
の
不
適
格
条
項
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
移
譲
さ
れ
る
権
限
・
機
能
の
内
容
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
移
譲
さ
れ
る
課
税
・
徴
税
権
限
の
対
象
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
の
方
法
な
ど
は
、
州
政
府
（
８
）る
七
〇
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
の
裁
量
下
に
あ
る
こ
と
が
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
い 
。
例
え
ば
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
が
開
発
事
業
の
立
案
・
執
行
を
実
際
に
行
う
上
で
、
財
源
の
自
立
性
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
課
税
・
徴
税
権
を
与
え
る
旨
の
規
定
が
憲
法
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
実
際
に
そ
の
対
象
は
州
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
州
政
府
の
裁
量
が
そ
の
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
財
政
的
自
立
性
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
大
枠
を
憲
法
で
、
細
部
を
州
法
で
、
と
い
う
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
関
す
る
法
制
度
上
の
枠
組
み
の
特
徴
に
よ
り
、
各
州
政
府
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
へ
の
影
響
力
が
維
持
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
か
ら
、
少
な
く
と
も
制
度
上
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
具
体
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
最
も
影
響
力
を
持
つ
の
は
州
政
府
で
あ
る
と
い
え
る
。
よ
っ
て
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
、
州
を
分
析
単
位
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
必
要
で
あ
ろ
う
。
以
下
第
二
節
以
降
に
お
い
て
は
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
を
と
り
あ
げ
、
同
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
て
い
く
。
二
．
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
歴
史
的
展
開
　
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
は
、
イ
ン
ド
北
西
部
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
国
境
に
（
９
）る
位
置
す
る
州
で
あ
る
。
三
四
二
、
二
三
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
国
内
最 
の
州
面
積
を
持
つ
が
、
そ
の
半
分
以
上
を
、
タ
ー
ル
砂
漠
と
そ
の
周
辺
の
乾
燥
地
域
が
占
め
て
い
る
。
同
州
は
、
一
九
五
〇
年
の
憲
法
発
効
時
、
二
十
一
の
藩
王
国
が
合
併
し
州
と
し
て
成
立
し
た
。
そ
の
後
一
九
五
六
年
に
行
わ
れ
た
州
境
再
編
の
際
、
更
に
近
隣
諸
州
と
の
調
整
が
行
わ
れ
、
現
在
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
　
現
在
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
数
は
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
九
、
一
八
六
（
二
〇
〇
〇
年
）、
中
間
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
二
三
七
（
二
〇
〇
〇
年
）、
県
（D
istric
 
 
  
t  
）
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
三
二
（
二
〇
〇
〇 
）
で
あ
る
。
州
内
に
三
九
． 八
一
〇
（
一
九
九
一 
）
の
村
落
が
存
在
し
、
州
人
口
は
お
よ
そ
五
六
五
〇
万
人
、
そ
の
う
ち
農
村
部
人
口
は
お
よ
そ
四
三
〇
〇
万
人
、
約
七
七
％
を
占
め
る
（
二
〇
〇
一 
）。
　
指
定
カ
ー
ス
ト
人
口
の
割
合
は
州
平
均
で
一
七
． 一
六
％
で
あ
る
が
、
県
別
に
見
る
と
、
指
定
カ
ー
ス
ト
人
口
割
合
の
最
も
少
な
い
県
が
四
、
一
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
最
も
多
い
県
は
三
三
． 七
二
％
で
あ
る
。
指
定
部
族
割
合
で
は
、
州
平
均
が
一
二
． 五
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
最
も
少
な
い
県
が
〇
． 二
三
％
、
最
も
多
い
県
は
七
二
． 二
七
％
で
あ
る
。
指
定
カ
ー
ス
ト
、
指
定
部
族
と
も
に
、
そ
の
分
布
に
は
県
ご
と
に
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
地
域
的
な
偏
重
に
加
え
て
、
全
県
に
遍
在
す
る
カ
ー
ス
ト
、
部
族
が
、
少
数
の
例
外
を
除
き
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
、
全
州
的
な
カ
ー
ス
ト
組
織
、
部
族
組
織
が
で
き
に
く
い
土
壌
と
な
っ
て
い
る
。
（
　
）
１０大
（
　
）
１１年
（
　
）
１２年
（
　
）
１３年七
一
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
（
今
藤
）
　
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
政
治
的
、
社
会
的
制
度
を
持
つ
複
数
の
藩
王
国
が
合
併
し
一
つ
の
州
が
成
立
し
た
歴
史
的
背
景
と
、
カ
ー
ス
ト
・
部
族
の
多
様
性
、
地
域
的
偏
在
性
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
が
、
統
一
性
の
あ
る
一
つ
の
州
と
い
う
よ
り
「
異
な
る
下
位
地
域
の
地
理
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
な
特
色
に
よ
る
相
互
作
用
を
通
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
政
治
 
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
実
際
、
独
立
時
に
お
い
て
は
、
州
内
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
は
各
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
地
域
も
あ
っ
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
州
が
成
立
す
る
と
、
国
家
指
導
原
則
で
あ
る
憲
法
第
四
十
条
を
受
け
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
い
て
も
、
州
内
の
地
域
ご
と
に
異
な
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
統
一
し
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
な
い
地
域
に
は
新
し
く
そ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
が
制
定
さ
れ
る
。「
一
九
五
三
年
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
（The
    R
ajasthan
Panchayat
A
ct
 
  
  
            
 
  
1953
    
、
以
下
一
九
五
三
年
法
）」
で
あ
る
。
　
現
在
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
お
け
る
、
村
落
、
中 
、
県
レ
ベ
ル
か
ら
な
る
三
層
構
造
を
念
頭
に
お
い
て
み
る
と
、
一
九
五
三
年
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
特
徴
は
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
み
が
機
能
し
、
他
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
相
当
す
る
機
関
が
、
一
応
存
在
は
し
つ
つ
も
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
三
年
（
　
）
１４体
（
　
）
１５間
法
で
は
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
規 
は
厳
密
に
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
中
間
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
で
あ
る
テ
シ
ル
・
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
（tehsil
panchaya
 
            t  
）
と
県
評
議
会
（district
board
  
  
 
    
）
に
関
し
て
は
、
そ
の
設
置
が
明
記
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
実
際
に
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
ま
た
現
在
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
重
要
な
構
成
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
村
会
に
つ
い
て
の
規
定
も
、
間
接
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
　
一
九
五
九
年
、
バ
ル
ワ
ン
ト
ラ
イ
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
報
告
書
を
う
け
て
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
イ
ン
ド
農
村
部
に
お
け
る
地
方
制
度
と
し
て
全
国
的
に
整
備
し
て
い
く
機
運
が
連
邦
レ
ベ
ル
で
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
当
時
の
首
相
ネ
ル
ー
に
よ
る
「
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
開
始
宣
言
」
が
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
を
舞
台
と
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
は
「
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
・
サ
ミ
テ
ィ
お
よ
び
ジ
ラ
・
パ
リ
シ
ャ
ッ
ド
法
（The
R
ajasthan
     
  
  
   
Panchayat
Sam
iti
and
Zila
Parishad
         
   
  
                A
ct
 
  
1959
    
、　
以
下
一
九
五
九
年
法
）」
を
制
定
、
中
間
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
で
あ
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
・
サ
ミ
テ
ィ
（Panchayat
Sam
it
         
   
 i  
）
と
、
県
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
で
あ
る
ジ
ラ
・
パ
リ
シ
ャ
ッ
ド
（Zilla
Parisha
   
       d  
）
を
改
め
て
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
関
す
る
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
一
九
五
三
年
法
と
あ
わ
せ
て
、
三
層
構
造
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
発
足
さ
せ
る
。
な
お
、
一
九
五
三
年
法
で
設
置
さ
れ
て
い
た
テ
シ
ル
・
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
と
県
評
議
会
は
、
一
九
五
九
年
法
（
　
）
１６定
七
二
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
に
よ
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
・
サ
ミ
テ
ィ
と
ジ
ラ
・
パ
リ
シ
ャ
ッ
ド
の
成
立
と
同
時
に
廃
止
さ
れ
て
い 
。
　
一
九
五
九
年
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
・
サ
ミ
テ
ィ
は
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
議
長
を
職
権
上
の
メ
ン
バ
ー
と
し
、
州
議
会
議
員
を
職
権
上
の
準
メ
ン
バ
ー
（associate
m
em
ber
      
 
  
  
   
）
と
し
て
構
成
さ
れ
た
。
ま
た
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
・
サ
ミ
テ
ィ
の
議
長
で
あ
る
プ
ラ
ダ
ン
（Pradhan
  
    
）
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
・
サ
ミ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
と
、
そ
れ
が
カ
バ
ー
す
る
範
囲
内
の
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
機
能
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
協
同
組
合
、
後
進
階
級
を
中
心
と
し
た
家
内
工
業
、
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
援
助
、
統
計
デ
ー
タ
の
収
集
、
信
用
金
庫
、
森
林
と
農
村
住
宅
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
ジ
ラ
・
パ
リ
シ
ャ
ッ
ド
は
、
全
て
の
プ
ラ
ダ
ン
を
職
権
上
の
メ
ン
バ
ー
と
し
、
全
て
の
州
議
会
議
員
と
国
会
議
員
、
そ
し
て
協
同
組
合
銀
行
の
県
レ
ベ
ル
の
総
裁
を
職
権
上
の
準
メ
ン
バ
ー
と
し
て
構
成
さ
れ
た
。
ジ
ラ
・
パ
リ
シ
ャ
ッ
ド
議
長
は
、
ジ
ラ
・
パ
リ
シ
ャ
ッ
ド
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
互
選
で
選
出
さ
れ
た
。
一
九
五
九
年
法
は
、
ジ
ラ
・
パ
リ
シ
ャ
ッ
ド
を
、
諮
問
的
な
機
関
（advisory
bod
    
  
    y  
）
と
し
、
執
行
部
は
設
け
ら
れ
て
い
な 
。　
　
一
九
五
九
年
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
法
制
度
上
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
で
あ
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
・
サ
ミ
テ
ィ
が
、
開
（
　
）
１７る
（
　
）
１８い
発
事
業
に
お
け
る
中
枢
と
し
て
の
役
割
を
担
う
べ
く
権
限
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ 
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
事
業
の
停
滞
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
間
レ
ベ
ル
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
と
し
て
組
み
込
む
こ
と
を
提
言
し
た
連
邦
レ
ベ
ル
の
バ
ル
ワ
ン
ト
ラ
イ
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
提
言
内
容
と
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
法
で
あ
る
一
九
五
九
年
法
の
規
定
が
合
致
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
　
一
九
七
八
年
に
な
る
と
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
ア
ソ
ク
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
っ
て
、
中
間
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
を
廃
止
し
、
県
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
と
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
二
層
か
ら
な
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
が
提
言
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ル
ワ
ン
ト
ラ
イ
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
場
合
と
は
異
な
り
、
ア
ソ
ク
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
こ
の
提
言
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
は
変
化
を
与
え
な
か
っ
た
。
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
は
引
き
続
き
、
中
間
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
三
層
構
造
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
保
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
次
に
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
目
立
っ
た
改
革
が
行
わ
れ
る
の
は
一
九
九
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
改
正
点
の
ひ
と
つ
は
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
数
の
増
加
に
伴
う
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
ひ
と
つ
あ
た
り
が
カ
バ
ー
す
る
人
口
の
減
少
で
あ
っ
た
。
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
数
は
、
七
三
五
八
か
ら
九
一
八
四
に
増
加
し 
。
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
数
は
、
一
九
五
三
年
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
三
九
二
九
（
　
）
１９る
（
　
）
２０た
七
三
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
（
今
藤
）
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
あ
た
り
の
カ
バ
ー
人
口
も
約
三
〇
〇
〇
人
か
ら
八
〇
〇
〇
人
と
大
規
模
な
上
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
終
わ
り
に
は
、
七
三
九
六
に
増
加
、
カ
バ
ー
人
口
も
一
五
〇
〇
人
か
ら
二
〇
〇
〇
人
に
な
っ
て
い 
。　
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
再
編
成
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
が
カ
バ
ー
す
る
人
口
が
減
少
し
た
こ
と
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
な
か
で
も
最
も
人
々
に
近
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
が
、
人
々
に
と
っ
て
よ
り
身
近
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
で
こ
の
よ
う
な
動
き
が
継
続
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
一
九
九
二
年
に
行
わ
れ
た
州
法
の
改
正
点
と
し
て
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
任
期
を
三
年
か
ら
五
年
に
し
た
こ
と
、
指
定
カ
ー
ス
ト
、
指
定
部
族
へ
の
留
保
議
席
割
合
を
各
々
の
人
口
比
と
し
て
設
定
し
た
こ
と
、
同
様
に
女
性
へ
の
三
分
の
一
の
留
保
議
席
割
合
を
設
定
し
た
こ
と
、
そ
し
て
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
不
適
格
条
項
と
し
て
産
児
制
限
（
二
人
以
上
は
不
適
格
）
を
設
け
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ 
。
　
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
憲
法
改
正
を
先
取
り
す
る
形
で
行
わ
れ
た
、
一
九
九
二
年
の
州
法
改
正
の
内
容
は
、
そ
の
直
後
に
成
立
し
た
第
七
三
次
憲
法
改
正
の
内
容
と
重
複
す
る
部
分
が
多
い
。
上
述
し
た
改
正
内
容
か
ら
は
、
こ
の
改
正
が
概 
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
強
化
し
、
な
か
で
も
農
村
部
に
お
け
る
社
会
的
弱
者
層
の
代
表
性
を
確
保
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
制
度
の
精
緻
化
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
（
　
）
２１た
（
　
）
２２る
（
　
）
２３ね
る
。
　
一
方
で
、
第
七
三
次
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
各
州
政
府
は
改
正
か
ら
一
年
以
内
に
、
憲
法
と
整
合
性
を
持
つ
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
を
新
た
に
制
定
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
現
在
の
州
法
を
改
正
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
は
、
一
九
九
四
年
に
再
び
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
を
改
正
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
七
三
次
憲
法
改
正
を
受
け
て
改
正
さ
れ
た
州
法
（
以
下
、
一
九
九
四
年
法
）
に
基
づ
く
最
初
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
は
、
一
九
九
五
年
に
行
わ
れ
て
い
る
。
以
下
第
三
節
で
は
、
現
在
の
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
基
本
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
一
九
九
四
年
法
の
内
容
を
見
て
い
く
。
三
．
一
九
九
四
年
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
の
分
析
　
一
九
九
四
年
法
の
内
容
を
分
析
し
て
い
く
に
あ
た
り
ま
ず
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
構
造
か
ら
見
て
い
く
。
憲
法
改
正
の
内
容
に
沿
い
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
構
造
は
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
、
中
間
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
、
県
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
三
層
と
規
定
さ
れ
た
。
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
は
一
九
五
九
年
法
以
降
、
三
層
構
造
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
を
導
入
し
て
お
り
、
そ
れ
が
継
続
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
　
村
落
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
は
、
直
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
メ
七
四
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
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ン
バ
ー
と
議
長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
任
期
は
五
年
と
さ
れ
た
。
指
定
カ
ー
ス
ト
、
指
定
部
族
、
そ
の
他
の
後
進
階
級
に
は
、
議
席
と
議
長
職
に
お
い
て
人
口
比
に
応
じ
た
留
保
枠
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
女
性
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
の
留
保
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
村
落
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
機
能
と
し
て
第
一
附
則
に
三
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
　
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
は
、
直
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
議
長
で
あ
る
プ
ラ
ダ
ン
は
議
員
間
で
の
互
選
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
村
落
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
と
同
様
、
指
定
カ
ー
ス
ト
、
指
定
部
族
、
そ
の
他
の
後
進
階
級
に
は
、
議
席
と
議
長
職
に
お
い
て
人
口
比
に
応
じ
た
留
保
枠
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
女
性
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
の
留
保
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
機
能
と
し
て
、
第
二
附
則
に
三
十
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
　
県
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
は
、
直
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
議
長
で
あ
る
プ
ラ
ム
ー
ク
は
互
選
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
村
落
レ
ベ
ル
、
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
と
同
様
に
指
定
カ
ー
ス
ト
、
指
定
部
族
、
そ
の
他
の
後
進
階
級
に
は
、
議
席
と
議
長
職
に
お
い
て
人
口
比
に
応
じ
た
留
保
枠
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
女
性
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
の
留
保
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
県
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
機
能
と
し
て
、
第
三
附
則
に
十
九
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
見
た
よ
う
に
、
各
レ
ベ
ル
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
機
能
は
第
一
附
則
か
ら
第
三
附
則
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
各
層
の
機
能
の
分
担
に
関
し
て
は
、
以
下
の
二
点
が
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
点
目
は
、
複
数
の
機
能
が
二
つ
以
上
の
層
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
管
轄
と
し
て
重
複
し
て
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
規
定
が
一
般
的
な
表
現
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
関
し
て
具
体
的
に
ど
の
層
が
ど
の
機
能
を
果
た
す
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
一
点
は
、
特
定
の
機
能
を
管
轄
す
る
と
さ
れ
て
い
る
層
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
が
、
実
際
に
そ
の
機
能
を
果
た
す
の
に
最
も
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
十
分
に
吟
味
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
各
機
能
が
三
層
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
間
で
配
分
さ
れ
て
い
る
点
で
あ 
。
第
一
の
点
に
関
し
て
、
以
下
の
表
１
は
、
実
際
に
三
層
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
機
能
を
、
そ
の
重
複
の
度
合
い
か
ら
ま
と
め
な
お
し
た
対
応
表
で
あ
る
。
　
実
際
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
機
能
の
主
要
な
部
門
の
多
く
が
、
二
層
以
上
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
管
轄
と
し
て
重
複
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
「
農
業
」
や
「
森
林
業
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
位
の
層
ほ
ど
表
現
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
上
位
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
ほ
ど
、
そ
の
分
野
に
お
け
る
裁
量
範
囲
が
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
表
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
機
能
の
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
の
一
致
、
ま
た
類
似
性
か
ら
分
類
を
行
っ
た
も
の
（
　
）
２４る七
五
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
（
今
藤
）
七
六
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
表１　ラジャスタン州パンチャーヤット各層の機能（１９９４年法）
県レベルパンチャーヤッ
ト（全十九カテゴリー）
中間レベルパンチャー
ヤット（全三十カテゴ
リー）
村落レベルパンチャー
ヤット（全三三カテゴ
リー）
農業
小規模灌漑及び地下水源
及び流域開発
水産
畜産及び酪農
森林業
家内制工業
農村住宅
農村道路建設
貧困撲滅計画
教育
保健及び衛生
社会福祉及び弱者層への
福祉
農地拡大を含む農業
小規模灌漑及び水管理と
流域開発
水産
畜産及び酪農と家禽
森林管理及び燃料と飼料
カディ及び家内制手工業
農村住宅
移動インフラ（道路，建
築物、橋、フェリーな
ど）の建設
貧困撲滅計画
初等教育を含む教育
成人教育及び非公式教育
保健と家族福祉
女性と子供のための開発
障害者福祉を含む社会福
祉
指定カースト・指定部族
及びその他の後進階級へ
の弱者層への福祉
農地拡大を含む農業
小規模灌漑
水産
畜産及び酪農と家禽
森林管理及び小規模森林
生産及び燃料と飼料
カディ及び家内制手工業
農村住宅
移動インフラ（道路，建
築物、橋、フェリーな
ど）の建設
貧困撲滅計画
初等教育
成人教育及び非公式教育
農村衛生
女性と子供のための開発
保健と家族福祉
障害者福祉を含む社会福
祉指定カースト・指定部
族への弱者層への福祉
三層において
内容が重複し
ているカテゴ
リー
土壌保護
統計
農村電化
園芸
コミュニティ資産の管理
飲料水
非核エネルギー源
図書館
文化活動
土地改良及び土壌保護
統計
コミュニティ資産の管理
飲料水
非核エネルギー源
図書館
文化活動
街灯の設置を含む農村電
化
公園の管理
二層において
重複している
カテゴリー
社会改革活動市場と品評会
技術訓練及び職業訓練
災害時における救援
協同組合
村落レベルパンチャー
ヤットの全ての計画およ
び活動に対する監督と指
導
公的分配システム
巡礼宿の建設と管理
牛小屋および池及び荷車
場の建設と管理
食肉解体施設の建設と管
理公共スペースにおける
有機肥料穴
の規制
酒屋規制
一層のみの管
轄とされるカ
テゴリー
総合機能総合機能
その他
総合機能
行政領域
その他
出 所：Ambedkar, S. Nagendra, New Panchayat Raj at Work, ABD Publishers, Jaipur, ２０００, 
　pp. ５０-５６，６３-６９，７４-８０より筆者作成
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
「
項
目
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
対
象
と
す
れ
ば
よ
り
詳
細
な
比
較
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
三
層
全
て
の
層
に
重
複
す
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
の
い
く
つ
か
に
お
い
て
そ
の
「
項
目
」
を
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
上
位
の
層
の
項
目
は
、
下
位
の
層
の
「
項
目
」
に
、
い
く
つ
か
の
「
項
目
」
が
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、「
項
目
」
の
内
容
が
村
落
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
県
と
い
っ
た
そ
の
層
が
カ
バ
ー
す
る
範
囲
を
示
し
た
だ
け
の
も
の
も
あ
り
、
そ
の
機
能
を
果
た
す
上
で
の
役
割
分
担
の
明
確
化
と
い
う
点
で
は
意
味
を
な
し
て
い
な
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
あ
る
。
異
な
る
複
数
の
層
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
が
同
一
の
機
能
を
そ
の
管
轄
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
は
、
三
層
の
連
携
と
い
う
点
か
ら
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
一
方
で
、
各
々
の
管
轄
範
囲
が
明
確
化
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
層
の
独
立
性
が
脅
か
さ
れ
、
責
任
の
所
在
が
曖
昧
と
な
る
事
態
に
つ
な
が
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
各
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
層
間
の
関
係
に
関
し
て
は
、
一
九
九
四
年
法
に
よ
っ
て
三
層
間
の
有
機
的
な
連
関
が
破
壊
さ
れ
た
と
の
批
判
も
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
提
出
さ
れ
た
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
行
政
改
革
委
員
会
の
報
告
書
は
、
村
落
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
議
長
が
職
権
と
し
て
自
動
的
に
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
に
、
同
様
に
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
議
長
が
県
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
に
な
る
と
さ
れ
た
一
九
五
九
年
法
の
規
定
と
は
異
な
り
、
一
九
九
四
年
法
に
よ
っ
て
、
各
層
が
各
々
、
選
挙
に
よ
っ
て
直
接
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
各
層
間
の
連
携
（inter-linkage
 
 
 
      
）
が
失
わ
れ
た
と
し
て
い 
。
ま
た
、
一
九
五
九
年
法
の
も
と
で
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
各
層
間
に
お
け
る
人
的
重
複
は
、
機
能
面
で
の
重
複
が
も
つ
問
題
を
む
し
ろ
あ
る
程
度
軽
減
し
て
い
た
と
し
、
一
九
九
四
年
法
に
よ
っ
て
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
機
能
面
で
の
各
層
の
明
確
な
役
割
の
分
割
が
い
っ
そ
う
必
要
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ 
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
第
七
三
次
憲
法
改
正
が
、
下
位
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
議
長
が
上
位
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ 
。
実
際
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
は
、
一
九
九
九
年
の
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
下
位
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
議
長
を
上
位
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
行
政
改
革
委
員
会
の
報
告
書
は
、
そ
れ
ら
の
任
命
メ
ン
バ
ー
が
上
位
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
へ
の
参
加
権
の
み
し
か
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
投
票
権
が
な
い
こ
と
か
ら
、
一
九
九
九
年
改
正
は
不
十 
で
あ
る
と
し
、
改
め
て
、
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
と
県
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
選
出
メ
ン
バ
ー
制
を
廃
止
し
て
、
一
九
五
九
年
法
の
シ
ス
テ
ム
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
上
位
の
層
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
も
下
位
の
層
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
へ
の
代
表
性
を
持
つ
べ 
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。
各
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
層
間
の
関
係
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
議
論
を
俯
瞰
す
る
と
、
一
九
五
九
年
法
へ
の
回
帰
傾
向
が
浮
（
　
）
２５る
（
　
）
２６る
（
　
）
２７る
（
　
）
２８分
（
　
）
２９き
七
七
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
（
今
藤
）
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
　
以
上
、
第
二
節
、
第
三
節
を
通
し
て
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
と
、
一
九
九
四
年
法
の
内
容
を
見
て
き
た
。
一
九
五
九
年
、
ネ
ル
ー
首
相
に
よ
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
開
始
宣
言
が
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
を
舞
台
に
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
事
実
は
、
当
時
同
州
に
お
い
て
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
整
備
に
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
は
一
九
九
二
年
の
改
正
に
至
る
ま
で
、
大
幅
な
改
革
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
を
「
導
入
以
来
、
分
権
と
そ
の
撤
回
の
間
を
揺
れ
動
い
て
き
た
制
度
的
振
り
子
」
と
評
価
す
る
フ
ー
ジ
ャ
（H
ooja
 
   
）
は
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
整
備
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
た
ネ
ル
ー
首
相
の
死
、
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
事
業
の
割
り
当
て
予
算
が
先
細
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
の
州
議
会
に
お
い
て
多
数
派
と
な
っ
た
会
議
派
の
、
政
治
的
衰
退
を
示
唆
し
て
い 
。
こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
と
、
連
邦
―
州
政
党
政
治
の
文
脈
、
特
に
国
民
会
議
派
の
盛
衰
と
の
連
関
で
あ
る
。
以
下
第
四
節
に
お
い
て
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
と
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
の
州
レ
ベ
ル
を
め
ぐ
る
政
党
政
治
を
、
同
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
追
っ
て
い
く
。
（
　
）
３０る
四
．
連
邦
―
州
政
党
政
治
の
文
脈
　
前
節
に
お
い
て
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
を
た
ど
っ
た
結
果
、
そ
れ
に
政
党
か
ら
み
た
連
邦
―
州
政
治
の
文
脈
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
本
節
で
は
、
独
立
以
降
の
連
邦
、
州
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
第
一
党
の
変
遷
を
中
心
と
し
て
、
連
邦
―
州
政
党
政
治
の
文
脈
を
追
い
、
そ
れ
を
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
の
連
関
に
迫
り
た
い
。
　
次
の
表
２
は
、
連
邦
議
会
（
下
院
）
に
お
け
る
与
党
の
変
遷
と
一
九
五
一
年
以
降
の
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
議
会
に
お
け
る
政
党
構
成
の
変
遷
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
　
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
議
会
で
は
、
第
一
回
選
挙
が
行
わ
れ
た
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
の
う
ち
、
一
九
七
七
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
を
除
き
、
一
貫
し
て
イ
ン
ド
国
民
会
議
派
（IN
C
 
 
）
が
第
一
党
を
維
持
し
て
い
る
。
一
方
で
、
一
九
八
〇
年
か
ら
は
イ
ン
ド
人
民
党
（B
J
 
 P  
）
の
勢
力
拡
大
が
見
ら
れ
、
一
九
九
〇
年
か
ら
は
イ
ン
ド
国
民
会
議
派
と
と
も
に
同
州
に
お
け
る
二
大
政
党
と
な
っ
て
い
る
。
　
ま
た
、
州
議
会
に
お
け
る
政
党
別
議
席
の
変
遷
と
、
連
邦
レ
ベ
ル
に
お
け
る
与
党
の
変
遷
か
ら
、
両
者
の
同
異
を
追
っ
て
み
る
と
、
独
立
後
一
九
七
七
年
ま
で
（
会
議
派
）、
一
九
七
七
年
か
ら
七
九
年
ま
で
（
ジ
ャ
ナ
タ
）、
一
九
八
〇
年
か
ら
八
九
年
ま
で
（
会
議
派
）
の
時
期
に
お
い
て
両
者
は
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
ジ
ャ
ナ
タ
・
七
八
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
ダ
ル
が
与
党
で
あ
っ
た
一
九
九
〇
年
か
ら
九
一
年
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
の
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
議
会
選
挙
に
お
い
て
も
ジ
ャ
ナ
タ
・
ダ
ル
が
人
民
党
に
三
十
議
席
差
で
第
二
勢
力
と
な
る
躍
進
を
見
せ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
両
者
の
間
に
一
致
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
一
九
九
一
年
以
降
、
こ
の
一
致
傾
向
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
B
J
 
 P  
が
初
め
て
政
権
を
と
っ
た
一
九
九
六
年
以
降
は
、
人
民
党
を
中
心
と
す
る
勢
力
と
国
民
会
議
派
を
中
心
と
す
る
勢
力
と
の
関
係
に
お
い
て
両
者
は
逆
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
州
、
連
邦
各
レ
ベ
ル
で
の
政
党
政
治
の
文
脈
と
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
動
き
に
連
関
は
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
　
会
議
派
を
与
党
と
す
る
連
邦
政
府
が
、
バ
ル
ワ
ン
ト
ラ
イ
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
る
提
言
を
受
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
核
と
し
た
三
層
か
ら
な
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
全
国
化
さ
せ
る
動
き
を
見
せ
た
一
九
五
九
年
、
同
じ
く
会
議
派
が
優
位
政
党
で
あ
っ
た
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
い
て
、
一
九
五
九
年
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
が
制
定
さ
れ
、
ネ
ル
ー
に
よ
る
「
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
開
始
宣
言
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
五
九
年
に
制
定
さ
れ
た
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
に
お
い
て
は
、
中
間
レ
ベ
ル
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
制
度
が
設
計
さ
れ
て
お
り
、
バ
ル
ワ
ン
ト
ラ
イ
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
提
言
内
容
を
忠
実
に
体
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
　
一
方
、
一
九
七
八
年
、
ジ
ャ
ナ
タ
党
を
与
党
と
す
る
連
邦
レ
ベ
ル
に
七
九
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
（
今
藤
）
表２　ラジャスタン州議会における主要政党の変遷と連邦レベルでの与党の変遷
ラジャスタン州　州議会連邦与党
総議席数JD
ジャナ
タ・ダル
JNP
ジャナタ
BJP
インド
人民党
INC
国民会
議派
１６０
１７６
１７６
１８４
１８４
２００
２００
 －
 －
 －
 －
 －
 －
 －
 －
 －
 －
 －
 －
１５２
  ８ （JP）
 －
 －
 －
 －
 －
 －
 ３２
 ８２
１１９
 ８８
 ８９
１４５
 ４１
１３３ （ Ⅰ ）
１９５１
１９５７
１９６２
１９６７
１９７２
１９７７
１９８０
国民会議派
（１９４７-６４，６４-６６，６６-７７）
ジャナタ（１９７７-７９）
ローク・ダル（１９７９-８０）
国民会議派（１９８０-８４）
国民会議派（１９８４-８９）
２００
２００
１９９
２００
２００
 －
５５
 ０ （P）
 ３
 ２ （U）
 １０
  ０ （JP）
 －
 －
 －
 ３９
 ８５
 ９５
 ３３
１２０
１１３
 ５０
 ７６
１５３
 ５６
１９８５
１９９０
１９９３
１９９８
２００３
国民戦線（１９８９-９０）
ジャナタ・ダル（１９９０-９１）
国民会議派（１９９１-１９９６）
イ ン ド 人 民 党（１９９６-
１９９６）
統一戦線（１９９６-９７）
インド人民党（１９９８． ４）
国民民主連合（１９９９． １０）
統一進歩連合（２００４． ５）
出所：インド選挙管理委員会ホームページ（htp:/www.eci.gov.in/）の各年データより筆者作成
　　　（州議会の網掛け数値は第一党を示す）。
お
い
て
設
立
さ
れ
た
ア
ソ
ク
・
メ
ー
タ
委
員
会
が
、
そ
の
報
告
書
で
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
二
層
か
ら
な
る
構
造
を
提
言
し
た
も
の
の
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
政
府
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
ず
、
従
来
の
三
層
構
造
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
行
政
改
革
委
員
会
の
報
告
書
に
は
「
連
邦
政
府
は
こ
の
提
言
を
受
け
入
れ
ず
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
も
三
層
構
造
を
継
続
」
と
あ 
、
当
時
の
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
政
府
の
判
断
が
、
ア
ソ
ク
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
提
言
を
退
け
た
連
邦
政
府
の
方
針
に
、
積
極
的
に
沿
う
形
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ア
ソ
ク
・
メ
ー
タ
委
員
会
は
、
非
会
議
派
政
権
が
州
政
府
を
担
当
す
る
い
く
つ
か
の
州
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
州
に
お
い
て
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
整
備
が
試
み
ら
れ
る
と
い
う
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い 
。
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
い
て
も
一
九
七
七
年
、
国
民
会
議
派
に
か
わ
っ
て
、
ジ
ャ
ナ
タ
党
が
大
幅
に
過
半
数
を
超
え
る
第
一
党
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
次
の
一
九
八
〇
年
の
州
議
会
選
挙
で
は
会
議
派
が
再
び
大
差
で
政
権
を
取
り
戻
し
て
お
り
、
ジ
ャ
ナ
タ
党
期
も
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
い
て
は
会
議
派
支
持
が
健
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
い
て
ア
ソ
ク
・
メ
ー
タ
委
員
会
の
提
言
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
事
実
に
影
響
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
一
九
九
〇
年
に
行
わ
れ
た
州
議
会
選
挙
は
、
第
一
党
で
あ
る
人
民
党
が
、
第
二
党
で
あ
る
ジ
ャ
ナ
タ
・
ダ
ル
、
第
三
党
で
あ
る
会
議
派
と
そ
れ
ぞ
れ
三
十
、
三
十
五
議
席
差
と
い
う
結
果
を
残
し
た
。
さ
ら
に
人
民
（
　
）
３１り
（
　
）
３２る
党
は
、
続
く
一
九
九
三
年
の
州
議
会
選
挙
で
も
、
第
二
党
で
あ
る
会
議
派
と
十
九
議
席
差
と
僅
差
で
第
一
党
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
州
政
治
に
お
け
る
主
要
政
党
の
拮
抗
状
態
が
、
一
九
九
二
年
に
お
け
る
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
憲
法
改
正
が
成
立
す
る
直
前
の
州
レ
ベ
ル
で
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
改
革
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
分
析
の
必
要
が
あ
る
。
　
一
九
九
二
年
の
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
改
正
以
降
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
は
、
一
つ
に
は
、
一
九
九
八
年
の
州
議
会
選
挙
に
お
い
て
再
び
大
差
で
第
一
党
の
地
位
を
取
り
戻
し
た
会
議
派
政
権
の
下
で
編
成
さ
れ
た
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
行
政
改
革
委
員
会
が
、
一
九
九
四
年
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
に
対
し
て
、
批
判
的
な
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
九
九
年
に
は
同
じ
く
会
議
派
を
第
一
党
と
す
る
州
議
会
に
お
い
て
一
九
九
四
年
法
へ
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
七
三
次
憲
法
改
正
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
一
九
九
四
年
の
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
改
正
は
、
国
民
会
議
派
を
与
党
と
す
る
連
邦
政
府
と
人
民
党
が
第
一
党
の
州
議
会
と
い
う
、
連
邦
―
州
政
府
に
お
け
る
与
党
不
一
致
の
状
態
の
も
と
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
九
八
年
に
復
活
し
た
国
民
会
議
派
を
第
一
党
と
す
る
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
政
府
が
、
巻
き
返
し
を
図
る
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
　
以
上
か
ら
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
と
、
連
邦
レ
ベ
ル
、
州
レ
ベ
ル
の
政
党
政
治
に
は
、
な
ん
ら
か
八
〇
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
の
連
関
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
九
二
年
の
改
革
に
至
る
ま
で
の
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
に
は
、
国
民
会
議
派
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
一
九
五
九
年
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
開
始
宣
言
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
発
展
を
予
見
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
連
邦
政
府
、
州
政
府
に
ま
た
が
る
会
議
派
与
党
の
肝
い
り
の
計
画
の
一
環
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
州
政
治
に
お
け
る
会
議
派
の
安
定
の
な
か
で
は
そ
れ
以
上
の
大
き
な
改
革
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
民
党
が
第
一
党
を
占
め
る
州
議
会
で
成
立
し
た
一
九
九
四
年
法
に
対
す
る
、
一
九
九
八
年
以
降
の
会
議
派
州
政
権
の
対
応
に
も
、
こ
の
傾
向
は
継
続
し
て
見
ら
れ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
の
分
析
を
行
っ
た
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
が
、
国
家
制
度
で
あ
り
な
が
ら
州
ご
と
に
多
様
性
を
持
つ
理
由
を
、
憲
法
を
中
心
に
法
制
度
的
枠
組
み
の
要
因
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
第
二
節
に
お
い
て
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
を
、
一
九
五
九
年
の
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
と
、
一
九
九
二
年
の
改
革
を
そ
れ
ぞ
れ
転
換
点
と
し
て
分
析
し
た
。
第
三
節
で
は
、
憲
法
第
七
三
次
改
正
を
受
け
て
行
わ
れ
た
一
九
九
四
年
の
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
法
改
正
の
内
容
と
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
を
述
べ
た
。
最
後
に
第
四
節
で
は
ま
ず
、
連
邦－
州
政
府
間
関
係
を
、
各
々
の
政
府
レ
ベ
ル
に
お
け
る
与
党
政
党
の
同
異
か
ら
追
っ
た
後
、
そ
の
流
れ
と
、
第
二
節
、
第
三
節
に
お
い
て
み
た
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
連
関
を
考
察
し
た
。
　
そ
の
結
果
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
い
て
、
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
至
る
ま
で
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
大
き
な
改
革
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
と
、
同
州
が
連
邦
レ
ベ
ル
で
政
権
を
確
立
し
て
い
る
会
議
派
の
安
定
し
た
地
盤
で
あ
っ
た
事
情
と
は
、
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
以
降
の
会
議
派
州
政
権
に
よ
る
一
九
九
四
年
法
へ
の
批
判
に
も
、
同
様
の
傾
向
が
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
い
て
は
、
国
民
会
議
派
と
い
う
一
政
党
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
対
す
る
姿
勢
が
実
践
さ
れ
て
き
て
お
り
、
国
民
会
議
派
の
安
定
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
現
状
維
持
志
向
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
と
連
邦
―
州
政
党
政
治
の
文
脈
と
の
連
関
に
見
ら
れ
る
こ
の
傾
向
は
、
一
九
七
八
年
の
ア
ソ
カ
・
メ
ー
タ
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
を
受
け
入
れ
、
そ
の
時
点
か
ら
独
自
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
改
革
・
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
い
く
つ
か
の
非
会
議
派
政
権
州
と
は
対
照
的
八
一
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
（
今
藤
）
で
あ
る
。
ま
た
、
左
派
勢
力
と
会
議
派
勢
力
が
二
大
勢
力
を
形
成
し
、
大
統
領
に
よ
る
非
常
事
態
宣
言
の
多
発
、
頻
繁
な
政
権
交
代
の
中
で
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
が
展
開
し
て
き
た
ケ
ー
ラ
ラ
州
の
例
と
も
明
ら
か
に
異
な 
。
連
邦
国
家
イ
ン
ド
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
と
し
て
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制 
の
展
開
に
は
、
既
存
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
政
府
に
お
け
る
力
学
、
特
に
、
政
党
を
中
心
と
し
た
政
治
力
学
が
作
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
本
稿
に
お
け
る
議
論
の
結
論
で
あ
る
。
今
後
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
と
連
邦
レ
ベ
ル
、
州
レ
ベ
ル
の
政
党
政
治
と
の
関
連
を
い
く
つ
か
の
州
に
お
い
て
同
様
に
分
析
し
た
う
え
で
、
比
較
分
析
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
第
一
の
課
題
と
な
る
。
現
時
点
で
の
仮
説
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
連
邦
政
府
と
州
政
府
と
の
政
権
与
党
が
同
一
の
傾
向
を
持
つ
州
で
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
州
政
府
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
形
で
の
改
革
・
整
備
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
一
方
で
、
連
邦
政
府
と
州
政
府
の
政
権
与
党
が
異
な
る
傾
向
に
あ
る
州
に
お
い
て
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
改
革
・
整
備
に
州
政
府
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
さ
て
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
は
、
第
七
三
次
憲
法
改
正
以
降
も
な
お
、
各
州
に
よ
っ
て
多
様
性
が
見
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。
実
態
に
関
し
て
厳
密
に
言
え
ば
、
そ
の
あ
り
方
の
多
様
性
は
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
が 
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
が
国
家
制
度
の
一
部
で
あ
る
以
（
　
）
３３る
（
　
）
３４度
（
　
）
３５る
上
、
人
々
に
最
も
身
近
な
「
政
府
」
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
、
そ
し
て
、
人
々
に
最
も
近
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
々
の
側
か
ら
の
動
き
が
反
映
さ
れ
や
す
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
各
州
に
お
け
る
政
治
的
土
壌
や
政
治
制
度
の
多
様
性
を
超
え
た
普
遍
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
と
、
連
邦
―
州
政
党
政
治
の
文
脈
と
の
関
連
性
に
見
ら
れ
る
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
要
因
に
迫
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
が
人
々
の
政
治
参
加
を
促
し
、
国
家
と
農
村
を
つ
な
ぐ
機
能
に
よ
っ
て
、
農
村
部
地
方
レ
ベ
ル
に
お
け
る
民
主
主
義
の
実
現
に
お
い
て
重
要
性
を
も
つ
こ
と
に
留
意
す
れ
ば
、
連
邦
―
州
政
治
の
文
脈
へ
の
視
点
、
い
わ
ば
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
か
ら
国
家
の
側
に
向
か
う
視
点
と
同
時
に
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
と
農
村
社
会
、
お
よ
び
農
村
に
住
む
人
々
の
関
わ
り
へ
の
視
点
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
イ
ン
ド
農
村
部
に
お
け
る
地
方
レ
ベ
ル
で
の
民
主
主
義
の
実
現
の
可
能
性
を
探
る
う
え
で
、
本
稿
の
結
論
を
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
を
中
心
と
し
た
双
方
向
的
な
研
究
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
今
後
の
ひ
と
つ
の
課
題
と
し
た
い
。
八
二
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
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（
３
） 
「
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
」
と
「
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
」
と
い
う
語
句
の
区
別
は
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
制
度
と
し
て
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
と
、
今
日
に
お
け
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
制
度
と
し
て
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
と
の
間
に
連
続
性
を
見
出
す
か
否
か
と
い
う
議
論
に
、
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
論
で
は
こ
の
議
論
を
主
軸
と
し
て
扱
わ
な
い
た
め
、
混
乱
を
避
け
る
目
的
で
、
イ
ン
ド
独
立
以
降
の
農
村
自
治
制
度
を
「
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
」
と
表
記
す
る
。
（
４
） 
イ
ン
ド
亜
大
陸
に
お
け
る
統
治
者
の
変
遷
と
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
近
代
化
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
統
治
主
体
の
変
化
と
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
近
代
化
」『
国
際
政
治
経
済
学
研
究
』
第
十
三
号
、
筑
波
大
学
国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
、
二
〇
〇
四
年
、
を
参
照
。
（
５
） “The
State
shall
take
steps
to
organi
      
 
       
     
    
   
   ze
village
panchayats
and
endow
     
            
          
 
them
w
ith
such
pow
ers
and
authority
 
  
 
   
    
  
  
 
   
  
   
 as
m
ay
be
necessary
to
enable
them
t
  
   
  
       
   
    
    
 o   
function
as
units
of
 
      
  
    
 self-governm
ent
    
      
   ”
（
イ
ン
ド
憲
法
第
四
十
条
、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に
よ
る
）。
（
６
） 
第
七
三
次
改
正
法
案
は
一
九
九
二
年
十
二
月
に
両
院
を
通
過
、
一
九
九
三
年
四
月
に
改
正
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
（
７
） 
人
口
が
二
百
万
人
以
下
の
州
で
は
二
層
構
造
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
（
８
） 
イ
ン
ド
憲
法
第
九
編
、
第
九
Ａ
編
よ
り
筆
者
ま
と
め
。
（
９
） 
憲
法
第
九
編
の
内
容
に
関
し
、
そ
の
全
国
統
一
的
な
事
項
と
、
各
州
に
よ
っ
て
異
な
る
事
項
へ
の
分
類
を
提
示
し
て
い
る
文
献
と
し
てA
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B
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な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
拙
稿
「
イ
ン
ド
民
主
主
義
と
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
」（
筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
国
際
政
治
経
済
学
専
攻
提
出
修
士
論
文
二
〇
〇
三
年
一
月
）
に
お
い
て
は
、
こ
の
分
類
方
法
に
よ
っ
て
第
九
編
を
網
羅
的
に
分
類
し
て
い
る
。
（
　
） 
二
〇
〇
一
年
国
勢
調
査
よ
り
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w
w
w
.censusindia.net
 
    
 
 
       
  
 
  /
）。
１０
（
　
） 
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
選
挙
管
理
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://secraj.nic.in/
     
   
   
   
）。
１１
（
　
） 
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
政
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.rajasthan.gov.in
     
 
 
   
  
   
    
）
よ
１２
り
。
以
下
、
断
り
の
な
い
場
合
は
同
様
。
（
　
） 
二
〇
〇
一
年
国
勢
調
査
よ
り
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w
w
w
.censusindia.
 
    
 
 
       
  
 
１３net/
   
）。　
（
　
）R
am
,
G.,
 
 
  
 
 
  Politics,
D
evelopm
ent
and
M
odernizat
       
 
    
  
   
     
      
  ion
in
Tribal
India:
A
    
    
  
 
  
 
  
１４study
ofa
BhilVillage
Panchayatin
  
   
   
   
  
   
         
Rajastha
 
  
  
 n  ,D
elhi:M
anak
Publications,
  
  
  
     
          
2001,p.6
       
.  
（
　
） 
層
の
レ
ベ
ル
と
し
て
は
中
間
、
単
位
（
カ
バ
ー
範
囲
）
と
し
て
は
ブ
ロ
ッ
ク
１５
と
記
述
す
る
。
（
　
） 
な
お
、
こ
の
一
九
五
三
年
法
に
定
め
ら
れ
た
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
機
１６
能
は
、
衛
生
と
保
健
、
公
共
事
業
、
教
育
と
文
化
、
自
衛
、
福
祉
、
農
業
と
森
林
保
護
、
畜
産
と
牛
の
保
護
、
な
ど
八
項
目
で
あ
る
。
（
　
）H
ooja,
R
akesh,
and
H
ooja,
M
eenekshi
 
 
   
 
 
      
     
   
 
 
        ,  “R
ajasthan
 
  
  
   ”,
Institute
of
Social
 
 
   
 
   
    
 
１７Science,
   
    
Status
of
Panchayati
Raj
in
the
Stat
  
 
    
             
 
  
    
 es
and
U
nion
Territories
o
       
  
          
   f  
八
三
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
（
今
藤
）
India
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  0  ,pp.251-261,N
ew
D
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onceptPub
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C
om
pany,2000
    
  
  
         .  
（
　
） ibi
 
 d.,p.253-254
  
 
   
  .  
１８
（
　
）R
am
,G.,
 
 
  
  
  op.cit.
  
  ,p.4
 
 
２
。
１９
（
　
）G
overnm
ent
of
R
ajasthan,
G
overnm
ent
 
 
    
 
   
  
 
  
  
   
 
    
 
   
of
R
ajasthan
D
epartm
ent
of
  
 
  
  
    
     
   
  
２０A
dm
inistrative
R
eform
s
 
  
 
 
       
  
 
  G
overnm
ent
of
Rajasthan
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m
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on
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       tiRajin
Rajastha
  
   
 
  
  
 n  ,2001,p.16.
        
  
（
　
）H
ooja,
R
akesh,
and
H
ooja,
M
eenekshi
 
 
   
 
 
      
     
   
 
 
        ,  “R
ajasthan
 
  
  
   ”,
Institute
of
Social
 
 
   
 
   
    
 
２１Science,
   
    
Status
of
Panchayati
Raj
in
the
Stat
  
 
    
             
 
  
    
 es
and
U
nion
Territories
of
       
  
          
    
India
2000
 
  
      (pp.251-261),N
ew
D
elhi:C
onceptPub
 
  
   
     
  
  
  
   
         lishing
C
om
pany,2000,
    
   
  
          
pp.251-253
   
   
  .  
（
　
）G
overnm
entofR
ajasthan,
 
 
    
 
      
  
  
   op.cit
   
 .,pp.16-17.
  
  
  
  
２２
（
　
） 
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
の
不
適
格
条
項
と
し
て
産
児
制
限
を
設
け
る
２３
こ
と
に
関
し
て
は
賛
否
両
論
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
概
ね
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
ハ
リ
ヤ
ナ
州
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
お
け
る
産
児
制
限
条
項
を
と
り
あ
げ
た
論
文
と
し
てR
ao
M
ohan,2003,
 
   
          “Tw
o-C
hild
N
orm
and
Panchayat:
  
  
    
  
 
   
         
M
any
Steps
B
ack
 
      
    
    ”,  
Econom
ic
and
Political
W
eekl
      
 
            
 
    y
A
ugust
16,
(http://
  
     
   
 
    
w
w
w
.epw
.org.in/show
A
rticles.php?root
 
 
 
 
  
 
     
   
 
    
  
       =2003&
leaf=08&
filenam
e=6151
     
 
      
      
      &  
　
　filetype=htm
l)
  
 
     
 
な
ど
。
（
　
）H
ooja,R
akesh,and
H
ooja,M
eenekshi
 
 
   
  
           
   
  
        ,  “The
Status
of
PanchayatiR
ajin
      
 
    
           
   
 
２４R
ajasthan:
R
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Som
e
Selec
 
  
  
   
 
               
     
 t
Indicators
 
 
  
  
 
 ”,
Palanithurai,
G.
(ed.),
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ofN
ew
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m
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India:
Volum
e
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N
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D
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）G
overnm
entofR
ajasthan,
 
 
    
 
      
  
  
   op.cit
     ,p.81.
   
  
２５
（
　
）H
ooja,R
akesh,and
H
ooja,M
eenekshi
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      “The
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２６R
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R
ajasthan:
R
eflections
on
Som
 
  
 
  
  
  
   
 
               
e
Select
Indicators
     
  
 
  
  
 
 ”,Palanithurai,G.
    
     
   
 
(ed.),
 
   D
ynam
ics
of
N
ew
Panchayati
Raj
Syste
 
    
 
    
 
  
              
    
m
in
India:
Volum
e
II
Select
 
  
  
  
 
   
 
   
    
  
State
  
 
s  ,N
ew
D
elhi:C
onceptPublishing
C
om
p
  
  
 
  
  
             
  
  
 any,pp.80
       
 .  
（
　
） 
イ
ン
ド
憲
法
第
二
四
三
Ｃ
条
（
３
） （
ａ
） （
ｂ
）。
２７
（
　
）G
overnm
entofR
ajasthan,
 
 
    
 
      
  
  
   op.cit
   
 .,p.81.
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entofR
ajasthan,
 
 
    
 
      
  
  
   op.cit
     .,p.16.
  
 
  
３１
（
　
） 
井
上
恭
子
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
地
方
行
政
―
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
３２
開
―
」、『
ア
ジ
ア
経
済
』Vol.39
N
o.11
 
     
  
 
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
八
年
、
十
六
ペ
ー
ジ
。
（
　
） 
ケ
ー
ラ
ラ
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
３３
稿
「
ケ
ー
ラ
ラ
州
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
展
開
：
イ
ン
ド
連
邦
制
に
お
け
る
連
邦－
州
関
係
の
分
析
に
む
け
て
」『
筑
波
法
政
』
第
三
十
六
号
、
筑
波
大
学
社
会
科
学
系
、
二
〇
〇
四
年
、
を
参
照
。
（
　
） 
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
に
イ
ン
ド
連
邦
制
に
お
け
る
「
第
三
の
政
府
」
の
３４
可
能
性
を
期
待
す
る
文
献
と
し
てN
irm
alM
ukarji,
 
  
   
      “The
Third
Stratum
    
    
   
 
 ”,  
Econom
ic
and
PoliticalW
eekl
      
 
 
   
       
    y,M
ay
1,1993,pp.859-62.
  
   
             
  
（
　
） 
例
え
ば
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
政
府
は
、
各
村
落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
の
議
会
３５
が
実
際
に
行
わ
れ
た
か
否
か
を
、
抜
き
打
ち
で
調
査
す
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
網
羅
的
に
は
把
握
し
て
い
な
い
（G
overnm
entofR
ajasthan,D
epartm
ent
 
    
 
      
  
  
    
     
   
ofR
uralD
evelopm
entand
Panchayati
   
  
  
    
  
       
         R
aj   
に
お
け
る
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
五
年
八
月
よ
り
）。
（
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
人
文
社
会
科
学
研
究
科
国
際
政
治
経
済
学
専
攻
）
八
四
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
